様式８
誓　　約　　書

年　　月　　日

公立大学法人福山市立大学理事長　様


本店等所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実　印
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
代表者職名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（角印等を使用する場合は、押印すること。）
　私は、次の事項について誓約します。

　また、これらに万一違反する行為があったときは、競争入札参加資格の取消しの処分を受けること、また、契約後の場合は本契約及び本業務に係る契約の解除又は解約、及び違反によって公立大学法人福山市立大学に生じた全ての損害を賠償することに異議を申しません。

１　公立大学法人福山市立大学外壁改修工事の一般競争入札参加資格申請及び入札に当たり提出した添付書類を含む全ての書類は、真実に基づいて記載したものです。

２　次のいずれの者にも該当しません。

（１）公立大学法人福山市立大学契約事務取扱規程（令和３年法人規程第４９号）第３条に定める者

（２）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされている者（更生手続開始又は再生手続開始の決定を受けている者を除く。）
（３）福山市に納付すべき市税を滞納している者

（４）国に納付すべき消費税及び地方消費税を滞納している者

（５）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）及び広島県暴力団排除条例（平成２２年広島県条例第３７号）に基づく暴力団及び暴力団員等である者
（６）その他、入札公告及び入札説明書に定められた入札参加資格要件を満たさない者

３　当該工事の競争入札に参加するに当たっては、入札、契約及び業務実施等に係る関係法令及び

諸規定を遵守し、誠実にこれを履行します。

４　本入札及び契約に関して知り得た情報を機密情報として扱い、他の目的への使用、第三者への

開示・漏えいをいたしません。
５　個人情報の保護に関する法律（平成１５年法律第５７号）及び関係法令を遵守します。

６　本工事の現場代理人として配置予定の者に関し、次の（１）から（３）までの要件をすべて満たしていることを誓約します。
（１）当該工事現場に常駐します。

（２）次に掲げる技術者のいずれにも配置されていません。
　　ア　他工事の主任技術者（専任配置）、監理技術者、特例監理技術者、監理技術者補佐、専任補助者及び低入札技術者
　　イ　同一工事の特例監理技術者及び低入札技術者

（３）次に掲げる技術者のいずれにも配置されていません。
ア　福山市（福山市上下水道局を含む。以下同じ。）発注の設計金額５００万円未満の工事である場合
（裏面に続きます）
イ　福山市発注の設計金額５００万円以上４，０００万円未満（建築一式工事の場合は５００万円以上８，０００万円未満）の工事である場合で、兼務の件数が本工事を含め、３件以下である場合

ウ　同一敷地内又は近接する工事（至近距離１キロメートル以内のものをいう。）で、同種工事（共通仮設費及び現場管理費率算定表の中でいう工種区分が同一のものをいう。）である場合

エ　前工事と後工事が一体の構造物として完成してはじめて機能を発揮するもので、後工事が随意契約により締結される場合

オ　工事現場が完了し、完成通知書等の書類全てを提出している場合

カ　請負金額４，０００万円未満（建築一式工事の場合は８，０００万円未満）の災害復旧工事である場合

キ　福山市発注の設計金額４，０００万円以上（建築一式工事の場合は８，０００万円以上）の工事に配置される現場代理人が、災害復旧工事（請負金額４，０００万円以上であり、本工事と密接な関係があるもので、全ての工事個所の間隔が２５キロメートル程度以内である公共工事に限る。）を兼務する場合で、当該兼務の件数が本工事を含め５件以下である場合

　　　　なお、この号における、密接な関係があるものとは、工事対象となる工作物に一体性若しくは連続性が認められる工事又は施工にあたり相互に調整を要する工事（資材調達を一括で行う場合及び工事の相当部分を同一の下請け業者で施工する場合を含む。）をいう。
	工事名
	公立大学法人福山市立大学外壁改修工事

	配置予定者名
	


（現在、現場代理人として担当している工事の状況）

	発注者名
	工　　事　　名
（工事場所）
	請負金額（円）
	工期

	
	
	
	から
まで

	
	
	
	

	
	
	
	から
まで

	
	
	
	


※設計金額５００万円未満の工事については、記載しないでください。
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